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感染実験に用いたヌートリアは，岡山県の南部地域で

生け捕りした成獣・幼獣合わせて11頭である．

実験に供した肝吸虫の被嚢幼虫（以下ｍｃと略記）

は，岡山市藤田等で採集したモツゴとタモロコから消化

法によって分離したものである．各ヌートリアに与えた

ｍｃ数は，投与数不明の２例を除いて，２０～400個で，

これを少量の水と共に，あるいは野菜等に付着させて経

口摂取させた．

これらのヌートリアのうち，６頭については，ｍｃ投

与後２週目から隔日にＭＧＬ法による検便を実施して

排卵開始前期問(prepatentperiod)の観察を行った．ま

た，３頭については，それぞれ排卵開始後３１，３４，８７日

目より，１～３日間隔で10回，Stoll法によって虫卵数

を算定し，その後１０，１４，１８日で屠殺して虫体を回収

し，１虫当りの排卵数（EPGおよびEPD）を算出し

た．さらに，上記３頭を含む７頭は，ｍｃ投与後95～457

日で屠殺剖検して虫体を回収した．

はじめに

岡山県の南部地域は，かつて石坂（1878）によって本

邦で初めて人体から肝吸虫が，また小林（'9,0）によっ

て，その第２中間宿主が発見された所として有名である

が，これらの発見以来，多くの先人達によって肝吸虫症

に関する疫学的研究が行われた結果，本症の濃厚な浸淫

地としても知られている．近年，県南の水田地帯には，

ヌートリア（招狸，カイリネズミ）Ｍ〔yocasZoγcqyP"ｓ

という哺乳動物が多数繁殖生息するに至っているが，こ

のものが本虫の保虫宿主になるか否かは未だ知られてい

ない．そこで，この点を確認する目的で肝吸虫の感染実

験と自然感染例の有無についての調査を行ったので，そ

の成績を報告する．

実験方法

感染実験：
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注：升印は継続して観察中，幼獣は体重0.5ｋｇ以下，成獣は体重0.9ｋｇ以上
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以上(それぞれ457,559,621日)排卵を認めている（こ

のうちの１例は，排卵継続中に屠殺したものであり，後

の２例は今なお生存し排卵継続中である)．

即ち，長期に亘って寄生するようである．

肝吸虫の自然感染例の有無についての調査：

この調査は，1973年３月から1975年10月の間に，岡山

市藤田付近－この地産のタモロコには多数の肝吸虫ｍｃ

が寄生している－で捕獲したヌートリア64頭について行

った．

６４頭の内訳は，幼獣（体重0.5ｋｇ以下）１５頭（８１１，

旱4)，成獣（体重0.9ｋｇ以上）４９頭（８２４，旱23,性

不明２）である．これらのうち，生獣は屠殺した後，死

獣は直ちに剖検し，その胆管内等を精査して肝吸虫寄生

の有無を検べたが，どの個体にも肝吸虫は認められなか

った．

ヌートリアの食性：

ヌートリアの食物は，大体植物質にかぎられ，動物質

は食べないようで魚は与えても食べない．自然界では，

生息地周辺の主としてマコモ，ホテイアオイ等の水辺の

植物，時に野菜類を食べて生活しているものと思われ

る．著者らは，室内での飼育にあたって最初は食餌とし

て野菜類と水を与えていたが，最近ではネズミまたはウ

サギ飼育用同型飼料（オリエンタル酵母）と水，時に野

菜を与えて飼育している．

実験成績

感染実験の成績は表１に示すとおりである．表示のよ

うに，１１例のすべてに感染がみられ，また成獣にも幼獣

にも感染が成立するのを認めた．ｍｃを投与してから排

卵開始までの日数，即ち排卵開始前期問は検査した６頭

のヌートリアでは21～25日（平均23.5日）であった．

７頭の各ヌートリアよりの虫体回収数は２～141虫で，

その回収率は投与ｍｃ数の明らかな６頭では１０～７５％

(平均46％）であった．投与ｍｃ数と虫体回収率との関

係では，実験例が少数ではあるが，ｍｃ２０個投与群で１０

～75％（平均48％)，100個，200個および300個投与群で

それぞれ27％，70.5％，および33％を示した．ヌートリ

アの発育程度と虫体回収率との間には特別な関係を認め

なかった．

ヌートリア３頭については，１虫当りの糞便内排卵数

を検べた．但し，この検査は屠殺剖検，即ち虫体回収の

10～18日以前に実施したので，あるいは検査時より屠殺

までの問に死亡した虫体があったかも知れないが，剖検

時に認めた虫体数を排卵数算定時の寄生数として計算し

表２ヌートリア３頭におけるＥＰＧＰＦとＥＰＤＰＦ

ヌートリアＥＰＧＰＦ（平均）ＥＰＤＰＦ（平均）
番号

４３２９－６７８(449.8）5,212-13,013（9,074）

５２６５－４３０(352.7）6,271-24,670(14,720）

6284-1,340(604.3）1,014-41,422(10,327）
考察

岡山県南部の肝吸虫症浸淫地域に生息するヌートリア

が肝吸虫の保虫宿主となっているか否かを確認する目的

で，この感染実験と自然感染例の有無の調査を実施し

た．その結果は，感染実験に供したヌートリア11頭のす

べてに肝吸虫の感染が成立し，肝吸虫のヌートリアに対

する感受性が極めて高いことが立証された．しかし，肝

吸虫症の濃厚な浸淫地域に生息するヌートリアに肝吸虫

の自然感染例が全くみられないことからすると，ヌート

リアは肝吸虫の好適な終宿主であるが保虫宿主になって

おらず，肝吸虫症の疫学的意義は認められないようで

ある．

肝吸虫の終宿主に対する感染実験としては，小林

(1910,1912,1922)，Kobayashi(1915)，武藤(1922)，

河井ら（1935)，河井（1937)，ＨｓｉｉｅｔＷａｎｇ(1938)，

磯田（1952)，Wykoff(1958)，堀（1965)，察（1966)，

吉村・察（1966)，吉村ら（1972）その他数多くの報告が

あり，終宿主としてイヌ，ネコ，家兎，モルモット，ハ

ムスター，ラットおよびマウス等が知られているが，こ

た．その成績は表２に示すとおりである．ＥＰＧおよび

EPDは毎回かなりの変動を示し，またヌートリア各

個体の間でも変動を示した．即ち，ＥＰＧの値は最高430

～1,340,最低265～329,平均352.7～604.3で,ＥＰＤの値

は，最高13,013～41,422，最低1,014～6,271,平均9,074

～14,720で，これら３頭におけるＥＰＧおよびＥＰＤの

平均値はそれぞれ470および11,380であった．

剖検により回収した虫体は,いずれもよく発育･成熟し

ており，その体長は8.6～18.0ｍｍ,体幅は1.5～4.2ｍｍ

で，平均の体長は15.6ｍｍ，体幅は2.8ｍｍで大形の

ものが多かった．

虫卵は，肝吸虫に特有の形態的特徴を示し，その大き

さは各ヌートリアのものともほぼ同様で，長径24.5～

28.0/“（平均25.7')，短径１４．７～17.5ﾉﾋﾞZ（平均１５．８β）

であった．

ヌートリアにおける肝吸虫成虫の寄生期間の詳細はま

だ明らかにし得ないが，やや長期間観察の３例では１年
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こにヌートリアを新たに実験的な終宿主として追加す

る．

以下に著者らがヌートリアへの感染実験で得た成績

を，これまでに報告された上記各宿主のそれと比較して

みる．

排卵開始前期間は，従来の報告をみても宿主の種類や

報告者によって差異があるようで，例えばイヌでは23～

26日（Kobayashi，1915)，２２～23日（堀，1965)，ネコ

では23～26日（Kobayashi，1915)，２６～28日（Hsiiet

Wang，1938)，家兎では16～28日(磯田，1952)，１９～２７

日（WykofL1958)，１８～29日（堀，1965)，モルモット

では16～31日（Wykoffl958)，１５～18日（堀,1965)，ラ

ットでは29～43日（堀，1965)，２０日（察，1966)，１９～

30日（吉村・察，1966）の如くである．ヌートリアにお

ける21～25日（平均23.5日）は，肝吸虫の好適宿主とさ

れているイヌ，ネコあるいは家兎のそれらとほぼ同じ日

数と考えられる．

虫体回収率は，ヌートリア６頭において10～75％（平

均46％）で，この値はHsiietWang（1938）によるネ

コの例28～100％（平均60％)，堀（1965）によるモルモ

ットの例10～80％（平均62％）や河井ら（1935）による

ネコの例39～77％(平均58％)等につぐ成績で，堀(1965）

によるイヌの例18～73％（平均45.6％）とほぼ同じ値で

ある．

肝吸虫の実験的終宿主におけるＥＰＧおよびＥＰＤに

ついて過去の報告をみると，ＥＰＧでは最高がラットに

おける545（堀，1965)，ついでモルモットの３８１（堀，

1965)，ラットの330（吉村・察,1966)，モルモットの298

(FaustetKhaw，1927）の順であり，一方ＥＰＤでは

最高が家兎の4,000(Wykoff，1959)，イヌの2,302(堀，

1965)，ネコの2,043（FaustetKhaw，1927）およびイ

ヌの2,000(湯本，1934）などの記録がある．ヌートリア

３頭におけるＥＰＧは最低値265,最高値1,340,平均値

353～604であり，ＥＰＤは最低値1,014,最高値41,422,

平均値9,074～14,720であった．このように，ヌートリア

におけるＥＰＧは従来から比較的排卵数の多いモルモッ

トやラットのそれに近似の値を示した．ところが，ＥＰＤ

は従来報告されている肝吸虫の実験的宿主のいずれより

も格段に多い値を示した．このことから，ヌートリアは

肝吸虫卵を多数採取する目的では最良の実験動物と考え

られる．

肝吸虫成虫の大きさについて過去の報告をみると，体

長が最大なのはネコ寄生のもので,18.0ｍｍ(Kobayashi，

1915）をはじめ，イヌ，モルモット，家兎寄生のそれぞ

れ13.8ｍｍ，12.9ｍｍ，12.6ｍｍ（堀，1965)，ネコ寄生

の12.5ｍｍ（小林，1912）の順である．ヌートリア７頭

から得た虫体は，ヌートリアの個体によって若干の差異

がみられるが，前述の諸氏のものよりも大きい傾向を示

し，最大のものは18.0ｍｍあり，その平均値はいずれ

も１０ｍｍ以上の大型であった．

終宿主体内における肝吸虫の生存期間について，小林

(1922)は自体での観察で，排卵は８年余りで著しく減少

したと報じ，武藤（1922）はイヌでの観察で，ｍｃ投与

後２年８カ月～３年６カ月後に虫卵排出の減少をみたと

報告している．ヌートリアでは長期の観察をしていない

ので不詳であるが，ｍｃ投与後559および621日（約１年

９カ月）を経た現在もなお，排卵を続けているものがあ

り，長期に亘り寄生するものと思われる．

肝吸虫症の浸淫地に生息しているヌートリアについ

て，肝吸虫の自然感染例の有無の調査を実施したが，ま

ったく陰性の結果に終った．ヌートリアを捕獲した地域

一帯は以前から肝吸虫症の浸淫地帯として知られており

(伊藤ら，1965)，著者らによる最近の調査でもこの付近

で多数のマメタニシを確認し，またこの付近産のモツゴ

やタモロコからは，肝吸虫のｍｃが多数見出されてお

り，現在も肝吸虫症の濃厚な浸淫地帯である．前述のよ

うに，実験的には容易に肝吸虫に感染する性質をもつヌ

ートリアが上記のような環境の中で生活しているにもか

かわらず，肝吸虫の自然感染例がみられないのは，この

動物が草食性であり，食生活のうえで淡水魚などの生肉

を食べないためと推察される．

まとめ

岡山県南部の肝吸虫症浸淫地帯に多数生息するヌート

リアが，肝吸虫の保虫宿主となっているか否かを確認す

る目的で，肝吸虫の感染実験と自然感染例の有無につい

ての調査を実施して，下記の成績を得た．

（１）ヌートリア11頭に肝吸虫の感染実験を行ったと

ころ，全例に感染の成立を認めた．ここにヌートリアを

肝吸虫の新しい実験的終宿主として追加する．

（２）ヌートリアにおける肝吸虫の寄生期間は長期に

亘るようで，ｍｃ摂取後621日を経過後もなお排卵を続

けているものがある．

（３）肝吸虫症の濃厚浸淫地帯で捕獲したヌートリア

64頭について，肝吸虫の自然感染例の有無を調査した

が，いずれも陰性の成績であった．

（４３）
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Abstract

DOES THE NUTRIA, MYOCASTOR COYPUS, SERVE AS THE

RESERVOIR OF LIVER FLUKE, CLONORCHIS SINENSIS ?

Misao NAGAHANA, Ryo HATSUSHIKA, Motota SHIMIZU

AND

Shigeru KAWAKAMI

(Department of Parasitology, Kawasaki Medical School,

Kurashiki City, Japan)

The nutria, Myocastor coypus (Octodontoidea; Capromydae) which inhabits in the

southern paddy fields of Okayama Prefecture, known as an endemic area of clonorchiasis, were

experimentally infected with the metacercariae of C sinensis.

On the other hand, the animals captured in the area were examined for natural infec

tion of C. sinensis.

The following results were obtained : 1) The metacercariae of C. sinensis isolated from

the infected fishes (Pseudrasbora parva or Gnathopogon elongatus) were orally given to 11

nutrias. The adult worms were recovered from all the animals examined in the period from

95 to 457 days after infection. The nutria was found as an experimental host in addition to

the already known hosts. 2) Some of nutrias excreted the eggs for 621 days after experimental

infection. 3) No adult worm was recovered in 64 nutrias captured in the endemic areas of

clonorchiasis in Okayama Prefecture. 4) Although the nutria is a suitable experimental host

for C. sinensis, it does not act as a reservoir for this fluke in the area.
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